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はじめに

『不思議の国のアリス』は、白ウサギを追いかけて

不思議の国に迷い込んでしまった少女アリスが、家に

帰るまでに出会った、不思議の国の住人達との出来事

を綴った児童小説です。物語にある終わらないお茶会

では、出席者が楽しそうに、代わる代わるくだらない

お話を延々と繰り広げています。次々に飛び出す言葉

遊びのようなお話には、不思議な魅力を感じます。

「アリス パーティー」は、そのような不思議の

国へ迷い込んでしまったプレイヤーが、お茶会での

延々と続くお話を聞いて、何をモデルにした言葉遊び

なのかを当てることで、不思議の国から脱出するゲー

ムです。延々と続くでたらめな言葉遊びのお話は、

を使って自動生成されるので、毎回異なるお

話を聞くことができます。不思議の国の住人であるウ

サギに話しかけると、いろいろなお話を聞かせてくれ

たり、脱出するためのヒントをくれたりします。

不思議の国に迷い込み、延々と続くでたらめな言葉

遊びと、終わらないお茶会を楽しみましょう。

システム概要

本システムでは、声によるコマンドの入力によって

ゲームを進めることができます。システム構成と処理

の流れを図 に示します。ウサギのぬいぐるみの中に

はマイクが内蔵されており、ある特定のワード（ウェ

イクワード）を検出すると、ゲームがスタートします。

ゲームでは、最大６パターンある、同じ物語をもと

にしたお話の読み聞かせを聞き終わるまでに、モデル

となった物語が何か答えることができれば、不思議の

国のから脱出できゲームクリアとなります。

処理の流れ

処理の流れは、マイクで音声を取得し、取得した音

声を を通して に送信し、

図 システム構成・処理の流れ
 
コマンドに対応する処理へと分岐します。ゲームスタ

ート時には、文章生成部のストーリー から生成した

お話を取得します。ゲーム画面をプロジェクターで投

影し、 にお話の音読をさせスピーカ

ーで出力します。

 
文章生成

を用いて既存の物語の特徴を学習し、

その結果をもとにお話の自動生成を行います。

そうして生成されたお話に、“ 風”や“ホラー風”

のように、雰囲気をアレンジする「語りフィルター」

をかけます。実装方法として、生成されたお話中にあ

る単語と、ある 小説中にある単語の性格をそれぞれ

分析し、二つの文章で近い性格を持つ単語同士を変換

します。その結果、例えば「 風桃太郎」などを作る

ことができます。

おわりに

「アリス パーティー」では、『不思議の国の

アリス』の世界のお茶会に迷い込むことができます。

どこか親しみのあるお話を読みながら、不思議の国

のお茶会を楽しんでいただけたらと思います。

1.はじめに 

 文部科学省の学習指導要領では子供の発達段階を考

え「リコーダーを演奏すること」を推奨しています。

リコーダーは指の使い方や呼吸の仕方、旋律を学ぶこ

とにふさわしく、比較的上達しやすいため達成感も得

やすい楽器です。 

 小中学生にとって数少ない発表会や音楽祭での成功

はとても重要なことで、授業以外の練習は欠かせませ

ん。しかし、リコーダーの練習が十分にできない家庭

も少なくありません。それは、以下の点において小中

学生が練習に対して消極的となっているからです。 

 A.音が大きくて近所迷惑になる 

 B.一人で練習するのには限界がある 

 そこで私たちはリコーダー演奏補助機器 

「Silent Recorder」を提案します。 

2.システム概要 

本システムはリコーダー型演奏デバイスと専用デバ

イスを使用し、自分の耳にのみ届く音で演奏し、その

他の練習サポート機能により充実したリコーダーの練

習環境を提供します。リコーダー型演奏デバイスでは

ネオジム磁石と磁気センサを用いた息の吹込み量の検

知と赤外線 LED とフォトトランジスタを用いた穴の押

し込みの検知を行います。(図 1) 

図 1 演奏デバイスの検知 

3.システム機能 

本システムは以下の 4つの機能を持ちます。(図 2) 

① 演奏機能 

「A.音が大きくて近所迷惑になる」を解決します。

通常のリコーダー同様の演奏方法で捜査できる演

奏デバイスは息の送り込みと音孔センサの反応を

メインデバイスに送ります。これを元にメインデ

バイスはサンプリング音源を使用してリコーダー

の音をイヤホンに出力させます。 

② 正確性診断機能 

「B.一人で練習するには限界がある」を解決しま

す。メインデバイスにはデフォルトで専用楽譜を

内蔵しており、これとユーザーの演奏と照らし合

わせ、演奏の正確性を診断できます。 

③ メトロノーム機能 

「B.一人で練習するには限界がある」を解決しま

す。演奏中にメトロノーム音が流れるため、一人

での演奏では困難な演奏のテンポを確認しながら

練習ができます。 

④ 演奏記録機能 

「B.一人で練習するには限界がある」を解決しま

す。演奏を記録し、自分の演奏を聞きなおすこと

ができ、新たな課題発見を促します。 

図 2 専用デバイスによるサポート機能 

4.おわりに 

 「Silent Recorder」は周囲への騒音対策、単

独練習の補助をサポートすることで、児童や生徒

の家庭でリコーダーが演奏できる快適な環境を

提供します。 


